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けれど も，食生活のあ り方と深い関係のある諸種の成人病の罹患率が年々増加している こと
2) 
ゃ，成人病の若年化傾向がみられるこ となどから ，国民の食生活のあり 方が問われる時代とな
って含ている。すなわち，栄養の摂り方にしても ，これまでのように不足しがちな栄養素の摂

















































履習科目別では食物グループ（家庭一般と食物 1または 1, Iを履習）と家庭一般グル ープ
（家庭一般のみ履習）とした。男子は家庭科を履習しておらず，履習科目別のグループは女子





A 有 効 回 収 数 75 
B 病気にかかっている数 4 
C 食 事 療 法 中 の 数 2 
D 香辛料をできるだけ使わない数 1 
E 調 査 対 象 総 数 70 
B グループ別の調査対象数（人）




男 女 男 女 男 女
10 代 21 113 12 79 ， 34 
20 代 48 60 28 39 20 21 
30 代 1 
゜゜゜
1 
゜（小計） (70) (173) (40) (118) (30) (55) 

















生 活 形 態 別 履習科目別
自 宅 下宿 寮 食物 家庭一般
男 女 男 女 女 女
6 27 15 86 21 88 
21 6 27 54 17 42 
1 







































































































1 234 56 7 -• グ ル ー フ 別






グ）レープ 1:学生全体 2：市部出身生 3：町村部出身生
6 ：食物履習生 7：家庭一般履習生
△ ：女子学生
















































































































• ▲ △ ▲ 
゜
△ ▲ △ 













































摂取頻度 市 部 町村部
事
男 女 男 女 男 女
いつも食べ る 24.3+ 76 9+ 25 0 77.1 23.3 76.4 
朝
ときどき食べる 28.6+ 12 1 + 22.5 11 9 36.7 12 7 
食 ほとんど食べない 47. 1+ 11 o+ 52.5 11.0 40.0 12.9 
無 回 答
゜゚ ゜゜゚ ゜
いつも食べる 95 7+ 99.4+ 95 0 99.2 96 7 100 
昼
ときどき食べる 2.9 0 6 2.5 0 8 3.3 
゜食 ほとんど食べない 1 4 
゜
2.5 
゜゚ ゜無 回 答
゜゚ ゜゜゚ ゜
いつも食べる 100+ 94_2+ 100 93 2 100 96.4 
夕






゜゚ ゜゜゚ ゜無 回 答
゜゚ ゜゜゚ ゜
いつも食べる 4. 3+ 23.1 + 5.0 22 9 3 3 23 6 
間
ときどき食べる 62 9 68 2 70 0 67. 8 53.3 69 1 
食 ほとんど食べない 31.4+ 8 7+ 25 0 9.3 40 0 7. 3 




いつも食べる 5.7 3.5 2.5 1. 7 10.0 7. 3 
夜
ときどき食べる 48.6 47.4 55.0 48.4 40 0 45 5 




































81 8+ 9.5' 75.7 
12 1 26 2 12 1 
6 1 64 3• 12.1 
゜゚ ゜
100 92 9 99.3 
゜











33_3+ 2.4 20 7 
57. 6 64.3 70. 7 
9.1+ 33 3 8.6 
゜゚ ゜
゜
7. 1 4 3 
33.3 54.8 50. 7 
















2 6 69 
゜゜
゜゜
13 2 24.2 
84 2c 64. 6c 
2 6 10.8 
゜゜
5.3 3 1 
2 8.9C 53.1' 
63 2c 42.3c 
26 1. 5 
毎日の食事で配慮することについて （1) 作る手間がかからない （2) おいしさ （3) 経済




（第 1報） 食事摂取状況などについて 39 
おい しさ(95人，39.1%），栄簑上のパ ランス (41人， 16.9%)，すききらい (39人， 16.0彩），
経済性 (29人，11.9%)，作る手間がかからない (28人，1.5%), だんらん (8人，3.3彩），
塩分，糖分， コレステ ロールなどの量 (2人， 0.8彩） ，においとか口ざわ り(1人，0.4彩）と


































































































































1 2 3 4 5 
（す ききらい） 1 
I 2 3 5ヽ
（おいしさ） 1 
I 2 3 4 5 
（作る手間がかか らない ）
I 2 3 4 5 
（経 済性 ）
'I 2 3 4 5 →グループ別
（栄簑上のパ ランス） →配 慮 ！Jl項
● ：男子学生平均 〇：女子学生平掏 ▲：男子学生
点線は有意差のあることを示す（ p；0.05) 
グループ 1：学生全体 2 ：自宅生 3 ：下宿生，寮生
△ ：女子学生






































A 食 ぺ る率 の高い もの B 食 へ ない率 の高 いもの
順位 食 品 名
よく食へら ときと・き食
（彩， ぺる (°¢)
順位 食 品 名
食 ゞない
(Of;) 
l カ レ ラ イ ス 50. 2 39. 5 1 納 豆 58.(; 
2 ラ メ ソ 50.6 30. 0 2 き ゅ う り のピクル ス 52 3 
3 チ ヤ
,、 ン 3 3. 7 42.0 3 診 の ムニエル 37.Q 
4 サ ン' ド イ ッ チ 28.0 39. 5 4 毀 の 蒲 焼 き 20, 6 
5 お‘ で ん 16.0 44. 9 5 ロー ス ト チ キン 20.2 
6 スバ ゲッティミ ートソース 25. 9 36.2 6 コンソメスープ 18.9 
7 お 好 み 焼 き 25. 9 3 5. 8 7 カスクードプリン 14.0 
8 ハンバーグステーキ 20.6 39. l 8 ビ ザ ノ＜ イ 13.2 
， か け う ど ん 20. 2 32. 1 ， ピーフ・ンチュウ 11. 9 
10 白菜のつけも(/) 22. 6 29. 5 10 マーボー豆 腐 11. 1 
C すきと答え た率の高いもの D き ら い と答えた率の 高いも の
順位 食 品 名
すき
(q6) 
順位 食 品 名
きらい
(96) 
l あ‘ 好 み 焼 き 89.? 1 納 豆 37, 9 
2 カレー ラ イ ス 84.8 2 きゅ うりのピクルス 2l. 8 
3 サ ン’ ドイ ツ チ 84. 4 3 毀 の 蒲 焼 き 20.2 
4 ’` ン パーグス テ ーキ 83 5 4 マー ポ ー豆 腐 11. 9 
e スパゲッティミートソース 8 2. 3 さ 鯵 、の ム 二 工 ）レ 9.5 
6 チ ヤ ‘’ ン 8 1. 1 5 コン ソメス ープ 9.5 
7 ラ メ ン’ ?8.2 7 ロ ー ス ト チ キ ン ' 8.2 
8 お‘ で ん 7 7.8 8 ピ ザ
, 
ィ 7. 4 
， カスク ード ブ リン 7 5. 7 ， ピー フ・ンチ ュウ 6.6 
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